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危険信号発見!!

　災害が増える季節がやってきました。近年では毎年のように「これまでに経験
したことのないような大雨」が、全国各地にに甚大な被害をもたらし、多くの被
災者を出しています。
　災害が起こりやすいこの時期、大切なのは、事前に備えておくことです。危険
信号を知り、気を付けておく、避難場所を確認し、いざというときにすぐに動け
るようにしておくなど、自分や家族、大事な人たちを守る備えをしておきましょう。

早めの行動が

身を守る第一
歩!!

6月は、土砂災害防止月間！

梅雨到来 !!梅雨到来 !!

　支援物資に頼るのではなく、自助（自分の身は自分で守る）を基本に、日頃から非常時の持ち出し
品をリュックなどの持ちやすい状態で準備しておきましょう。一人３日分以上の食料その他を備えておく
ようにお願いします。
　災害時の避難には次のような品々が必要です。

各家庭ですぐに動ける準備！

□非常持ち出し袋
両手がふさがらないよ
うなバッグに、あらかじ
め持ち出し品を入れて
おく。

□飲料水
一人１日３リットルを
目安に。

□食料
保存可能で、火を通さず
に食べられるもの。

□携帯ラジオ
なるべく小型で軽いも
の。予備の電池も。

□応急医療品
ばんそうこう、包帯、薬
など。

□衣類・雨具・
　帽子（ヘルメット）
けが防止のため、夏でも
長袖長ズボンを。落下物
から頭を守るためのヘ
ルメットも。

□タオル・下着
タオルは清潔なものを
複数枚。

□ライター
火が付くか、確認を。

□ろうそく
太くて安定感のあるも
のを。

□懐中電灯
なるべく一人に１つ用
意。予備の電池も忘れず
に。

□軍手
がれきなどを除去する
ほかに、手の保温にも効
果有り。

□多機能ナイフ
ナイフや缶切りなど、さ
まざまな用途がコンパ
クトになっていて便利。

□ポケットティッシュ
用途はいろいろ。

□トイレットペーパー
芯を抜いてつぶしてお
くとかさばらなくてよ
い。

□貴重品・現金（小銭）
預金通帳、印鑑、健康保
険証のコピーなど。すぐ
に取り出せるよう、保管
場所を決めておく。

□生活必需品
メガネ、補聴器、コンタ
クトレンズ（洗浄液も）、
生理用品など、各自の必
需品を。

山地災害防止キャンペーン実施中!!

非常時の持ち出し品
危険信号を早めにキャッチ！

　「熊本県防災情報メールサービス」に登録すると、最新の
気象情報、避難情報などが即時に送信されます。このサー
ビスに登録すると、次のような情報が送信され、災害時の
避難の備えとして役立ちます。

【提供している情報】
　気象注意報・警報・土砂災害警戒情報・地震情報・　火
山情報・避難勧告情報・危機管理情報　など

【登録申し込み】
　「entry@anshin.pref.kumamoto.jp」宛に空メールを送る
と、登録用URLがメールで届きます。そのURLにアクセスし、
設定すると登録が完了します。
※インターネットからの受信を拒否に設定していると登録
メールが届きません。

※メール受信・拒否設定をしている人は「bousaimail@
anshin.pref.kumamoto.jp」の受信設定をしてください。

　　　　　　　←こちらからも登録できます！
　　　　　　　　（QRコードを読み取ってください）

問い合わせ　熊本県　危機管理防災課
☎０９６（３３３）２１１８
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建設業協会からマスクを寄贈

先生達が授業番組を制作

中学生のための布マスクを作成

5月11日（月）

5月11日（月）

5月13日（水）

　南小国町建設業協会からマスク 5,000 枚が町へ
寄贈されました。
　会長の井上幸一さんからは「新型コロナウイルス
感染拡大防止のため役立ててほしい」との事でした。
用途については今後検討し、避難所や学校・保育園
等で有効に活用していきたいと思います。
　ありがとうございました。

　新型コロナウイルスの影響により学校の授業が延
期となる中、南中の先生方による生徒向け授業番組
の制作が行われました。
　田上教頭先生にお話を伺った所、「生徒たちのた
めに何かしたい」との思いから先生達にアイデアを
出してもらい、「家での生活リズムを作り、学習の
サポートをする」ことを目的に制作したとの事でし
た。
　南中からの風（本誌 15 ページ）にも関連記事が
掲載されています。

　南小国中学校寮の調理員さん 3 名（吉良まゆみさん、木山智恵さん、城戸二美さん）が、中学生のため
の布マスクを作成していただきました。完成後は、生徒全員に１枚ずつ配布する予定との事でした。

建設業協会理事の皆さん

授業の撮影風景

（左から）吉良まゆみさん、木山智恵さん 配布予定のマスク
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大切に使わせていただきます 寄贈いただいたアルコール

子どもたちの励みになります 寄贈いただいた醤油・味噌

消毒用アルコールの寄贈

醤油・味噌の寄贈

5月20日（水）

5月21日（木）

　河津酒造株式会社から消毒用アルコール（66 度）204 本が町へ寄贈されました。
　社長の河津宏昭さんは「学校の再開等に当たって、新型コロナウイルスのクラスター発生の防止になれば」
との思いから寄贈頂いたとの事でした。
　今後は各学校や保育園、介護施設等で有効に活用していきたいと思います。ありがとうございました。
　なお、６月上旬からは店頭でも販売されるそうです。

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため南小国町へ帰郷できない大学生等を対象に、町産の野菜や加工品
を送り届ける「きよらの郷からの故郷便」が実施されました。この取組みに感銘を受けたとの事で、七福醤
油店より醤油と味噌を寄贈頂きました。子どもたちも、ふるさとの懐かしい味わいに元気をもらえることで
しょう。ありがとうございました。
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　県建設業協会阿蘇支部からマスク 1,000 枚が小国高校へ寄贈され、保健委員長の太田桃未さんが代表で
受領されました。マスクの用途について伺うと「１人５枚ずつ配布し、残りは備蓄する」との事でした。
　また、阿蘇支部では阿蘇中央高校と高森高校にも各 1,000 枚のマスクを寄贈されるとの事です。

（左から）校長先生、太田さん、阿蘇支部のお二方

同じ向きで、おしゃべりはしないようにしています

町内小・中学校の段階的な教育活動が再開

小国高校へマスクを寄贈

5月22日（金）

5月22日（金）

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、臨時休業となっていましたが、６月１日の学校再開に向けて、
５月 18 日から段階的な教育活動を再開し、25 日からは給食も再開されました。また、22 日には町内事業所・
団体の皆さんに作っていただいたお弁当が各小中学校に配られ、中原小にはきよらカァサ、市原小には波居
原愛隊会、りんどうヶ丘小と南小国中には生活研究グループに準備していただきました。
　子どもたちからは「みんなと会えてうれしい」「町のお弁当が楽しみ」「おいしいお弁当・給食をありがと
うございます」という声が聞かれた反面、「早くコロナウイルスが落ち着いて、友達とおしゃべりしながら
給食を食べたい」という意見もありました。

広報きよら 2020.6
66

まちのわだい



還暦会より手押し車の寄贈
5月29日（金）

　子・丑歳生還暦会（昭和 35・36 年生まれ、参加者計 78 名）より、手押し車４台を寄贈いただきました。
　２台が役場、２台が社会福祉協議会へ設置されるそうです。役員の方々が町で必要なものを考え、手押し
車の寄贈を決められたそうです。
　役場は２ヶ所の入口に１台ずつ設置されていますので、来庁の際はぜひご利用ください。
　還暦会の皆様、ありがとうございました。

（中央左から）安藤洋一さん、佐藤文則さん、安藤勝郎さん 寄贈いただいた手押し車
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一人ひとりの安全意識と仲間との「声かけ」が注意喚起になり 
農作業事故防止対策として事故を防ぎます。 

地域ぐるみ、家族ぐるみで安全意識を高め、事故を減らしましょう！！  
 

農業就業者の平均年齢は６７歳と高齢化が進んでおり、 
事故割合も増えています。 

 
２０１８年に発生した農作業死亡事故をまとめた割合で６５歳以上の割合が８７％と現状の年齢区分での

調査開始以降最高との統計が出ております。 
農作業事故は「農機・施設以外」35％で、そのうち熱中症によるものが半数近くを占め、２０１８年は最多

となっておりました。 
○熱中症 

    気温 29 度を記録する正午、ハウス内のマルチ張り作業中に意識不明になり発見された。 
○トラクターによる事故 

トラクターが転倒・横転し、投げ出されて下敷きになった。 
○耕耘機による事故 

耕耘機などを後退させていたところ木や法面と機械の間に挟まれた。 
○草刈り時の事故 

    刈払機の使用中に足を滑らせて足を切った、跳ねた石が飛んできて眼球に命中した。 
 

農作業事故防止のため以下の事を心がけましょう！ 
 

①、防護の徹底 
ヘルメットや防護メガネ、手袋を着用しましょう。 

②、障害物の除去など 
飛び石や巻き込み防止（ゴミやヒモなど）対策のため事前に点検し除去しましょう。 

③、農機具の点検・整備 
ヒビ割れや欠損がある物は早めに交換しましょう。 

④、農機具の安全な使用 
トラクター等から乗り降りするときは必ず両輪ブレーキをかけましょう。 

⑤、作業間隔の確保 
複数名で作業を行う場合は、15 メートル以上間隔をおきましょう。 

⑥、休憩の確保 
振動とエンジン音で想像以上に疲労がたまるので、こまめな休憩を取りましょう。 

⑦、農作業者への合図 
    笛や懐中電灯などで離れた場所から合図できるようにしましょう。 

 

安全確認と予防対策で農機による死亡事故を防ぎ、 
また万が一に備えて保険・共済への加入を心がけましょう。 
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。
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潔
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。
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０
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０
０
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。
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。
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。
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。
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。
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。
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。
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。
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に
も
、

定
期
的
に
歯
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
フ
ッ
素
の
活
用
に
つ
い
て

　

む
し
歯
は
、
子
ど
も
の
か
か
る
病
気

の
中
で
最
も
多
い
も
の
で
す
。
子
ど
も

た
ち
の
歯
の
質
を
強
く
し
、
む
し
歯
か

ら
守
る
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
フ
ッ
素

を
活
用
し
た
フ
ッ
化
物
塗
布
・
洗
口
が

あ
り
ま
す
。

　

南
小
国
町
で
は
、
一
歳
か
ら
四
歳
に

な
る
お
子
さ
ん
を
対
象
に
フ
ッ
化
物
塗

布
を
、
保
育
園
の
年
中
・
年
長
さ
ん
、

小
中
学
生
を
対
象
に
フ
ッ
化
物
洗
口
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
歯
を

強
く
し
、
む
し
歯
を

予
防
す
る
た
め
に
も

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

６
月
の
食
育
月
間
に
つ
い
て

　

食
事
基
本
法
が
制
定
さ
れ
た
６
月

は
、「
食
育
月
間
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
食
育
」
と
は
、
様
々
な
経
験
を
通

じ
て
、
食
に
関
す
る
知
識
と
、
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
を
選
択
す
る
力
を
身
に
付

け
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践
で
き
る
力

を
育
む
こ
と
で
す
。
食
べ
る
こ
と
は
生

涯
に
わ
た
っ
て
続
く
基
本
的
な
営
み
で

す
。
食
に
関
す
る
知
識
を
身
に
付
け
、

健
康
的
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
心
と
身
体
の
健
康
を
維
持
す

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。「
食
育
」

を
通
じ
て
、「
食
べ
る
力
」
＝
「
生
き

る
力
」
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
育
む
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

ご
家
庭
で
も
小
さ
な
こ
と
か
ら
「
食

育
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
小
さ
な

こ
と
で
も
食
育
を
通
じ
た
実
践
の
環わ

を

広
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

■
食
育
を
実
践
す
る
ポ
イ
ン
ト

・
家
族
や
仲
間
と
食
卓
を
囲
み
ま
し
ょ

う
。

・
一
日
の
食
事
を
規
則
的
に
と
り
、
生

活
リ
ズ
ム
を
作
り
ま
し
ょ
う
。特
に
、

一
日
の
始
ま
り
の
朝
食
を
き
ち
ん
と

食
べ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

・
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
食
事
を
作
っ
た
り
、
選
ぶ

時
に
、
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
組
み

合
わ
せ
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

・
ス
ー
パ
ー
な
ど
で

旬
の
食
材
に
触
れ

て
み
た
り
、
家
庭

菜
園
で
野
菜
を
育

て
た
り
と
、
食
材

か
ら
季
節
を
感
じ

て
み
ま
し
ょ
う
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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  年  金    問い合わせ 町民課 戸籍住民係 ☎ 42 – 1113 

令和２年度分の国民年金保険料免除等の受付について 

 国民年金には経済的な理由で保険料（月額 16,540 円）の納付が困難な場合に、申請手続き

をすることにより保険料の納付が免除または一部免除となる制度があります。 

 令和２年度分の免除等の受付は令和２年 7 月 1 日から開始され、令和２年 7 月分から令和３

年 6 月分までの期間を対象とします。 

 また、申請月から 2 年 1 ヶ月前までさかのぼって過去期間の免除申請ができます。 

 

「全額免除」   → 保険料の全額が免除 

「4 分の 3 免除」 → 保険料の 4 分の 1 を納付（ 4,140 円） 

「半額免除」   → 保険料の 2 分の 1 を納付（ 8,270 円） 

「4 分の 1 免除」 → 保険料の 4 分の 3 を納付（12,410 円） 

 

＊免除申請をされると申請者本人、世帯主、配偶者の前年の所得、失業などの状況に基づいて

保険料免除（一部免除）の審査、承認をおこないます。 

（所得によっては免除にならない場合があります。） 

＊一部免除となった場合は、残りの納付部分を納めないと未納の扱いになります。 

 《 持参していただく書類 》 

  ・年金手帳または基礎年金番号がわかるもの 

  ・退職、失業による申請は、雇用保険の「受給資格者証」「被保険者離職票」などの写し  

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う年金保険料の免除手続きについて 

新型コロナウイルス感染症の影響により、収入源となる業務の喪失や売り上げの減少などで

所得が相当程度まで下がった方は、臨時特例措置として本人申告の所得見込額を用いた簡易な

手続きで、国民年金保険料の免除申請ができます。 

対象となる方…新型コロナウイルス感染症の影響による収入が減少し、所得が相当程度まで低

下した方 

対象期間…令和２年２月分から６月分（７月分以降はあらためて申請が必要になります。） 

提出書類…・保険料免除申請書 

     ・所得の申立書（収入が減少した方の令和２年２月以降の任意の１か月の収入とそ

の収入に係る必要経費の記入が必要） 

出張年金相談(予約制)について 

 先月の広報で、一時取りやめのお知らせをしました年金事務所の職員による出張年金相談が

再開されました。年金請求手続きや各種相談等を行っています。相談は予約制です。小国町会

場で予約ができなかった場合は、近隣市町村会場での相談も可能です。ご確認ください。 

 

   ◆開催日 ７月 ３日（金曜日）  ◆時間 午前１０時 ～ 午後３時 

        ８月 ７日（金曜日）  ◆場所 おぐに町民センター 

        ９月 ４日（金曜日）       

 

  ○予約・問い合わせ 

   熊本東年金事務所（お客様相談室）  ☎ ０９６（３６７）２５０３ 

  ＊問い合わせの際に年金手帳などの基礎年金番号がわかるものをご用意ください。 
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所
得
・
課
税
証
明
書
の
取
得
に
つ
い
て

　

６
月
か
ら
令
和
2
年
度（
令
和
元
年
分
）

の
所
得
証
明
書
、
課
税
（
記
載
事
項
）
証

明
書
の
取
得
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

（
注
１
）
こ
れ
ま
で
は
代
理
人
に
よ
る
申

請
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
し
た
が
、

令
和
元
年
６
月
よ
り
同
一
世
帯
の
親
族
の

代
理
申
請
の
場
合
に
限
り
、
委
任
状
は
不

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
注
２
）
注
１
以
外
の
場
合
は
従
来
通
り

委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

固
定
資
産
関
係
の
証
明
書
発
行
に
つ
い
て

　

亡
く
な
っ
た
方
の
固
定
資
産
関
係
証
明

書
を
取
得
す
る
場
合
は
、
そ
の
方
が
亡
く

な
っ
た
事
実
と
相
続
関
係
が
確
認
出
来
る

書
類
（
除
籍
謄
本
、戸
籍
謄
本
等
の
写
し
）

が
必
要
で
す
。

国
民
健
康
保
険
資
格
の
取
得
・
喪
失
の

届
け
出
は
14
日
以
内
に

　

国
民
健
康
保
険
資
格
の
取
得
や
喪
失

は
、
事
由
が
発
生
し
た
日
か
ら
14
日
以
内

に
役
場
に
届
け
出
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
か
の
ぼ
っ
て
資
格
を
取
得
し
た
場

合
、
一
括
し
て
国
民
健
康
保
険
税
が
課
税

さ
れ
ま
す
。
資
格
の
取
得
や
喪
失
が
あ
る

場
合
は
、
早
急
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

※
会
社
の
社
会
保
険
に
加
入
し
た
場
合
、

国
民
健
康
保
険
は
自
動
的
に
は
喪
失
し
た

こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
。
必
ず
役
場
町
民
課
で

資
格
喪
失
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国
税
局
で

は
、
税
務
職
員
採
用
試
験
の
受
験
者
を
募

集
し
ま
す
。

受
験
資
格

（
１
）
令
和
2
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高

等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
年
を
経
過
し

て
い
な
い
者
、
及
び
令
和
３
年
３
月
ま
で

に
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
者

（
２
）
人
事
院
が
（
１
）
に
掲
げ
る
者
に

準
じ
る
と
認
め
る
者

　

申
込
受
付
は
６
月
22
日（
月
）か
ら
開
始

し
ま
す
の
で
、
受
験
資
格
等
及
び
受
験
申

込
の
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
頂
く
か
、
次
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

人
事
院
九
州
事
務
局

　

☎
０
９
２（
４
３
１
）７
７
３
３

熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　

☎
０
９
６（
３
５
４
）６
１
７
１

（
内
線　

６
０
４
６
）

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

　

熊
本
県
の
最
東
端
に
位

置
し
宮
崎
県
、
大
分
県
に

隣
接
す
る
自
然
豊
か
な
町

「
高
森
町
」。
基
幹
産
業

は
観
光
と
農
林
業
で
す
。

　

熊
本
地
震
で
被
災
し
、

２
０
２
３
年
夏
頃
の
全
線

復
旧
を
目
指
す
南
阿
蘇

鉄
道
ト
ロ
ッ
コ
列
車
、
高

森
湧
水
ト
ン
ネ
ス
公
園
、

上
色
見
熊
野
座
神
社
、

高
森
殿
の
杉
な
ど
が
観
光

の
目
玉
で
す
。
特
産
品

は
あ
か
牛
、
ヒ
ゴ
ム
ラ
サ

キ
（
ナ
ス
）
や
高
原
野
菜
、

地
酒
（
れ
い
ざ
ん
）
の

ほ
か
、
挿
し
木
育
成
法
が

特
徴
的
な
阿ア

ソ
ナ
ン
ゴ
ウ
ヒ

蘇
南
郷
檜

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
観
光
資
源
を

活
用
す
る
た
め
に
阿
蘇
管

内
で
連
合
に
加
盟
し
て
い

る
南
小
国
町
と
連
携
し
、

平
成
31
年
4
月
に
「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
連
合

阿
蘇
支
部
」
を
設
立
し

ま
し
た
。
昨
年
度
は
両

町
を
周
遊
す
る
ビ
ン
ゴ
ラ

リ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実

施
、
両
町
で
の
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
、
両
町
の
美
し
い

景
観
の
映
像
制
作
な
ど

観
光
誘
客
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。
景
観
の
映
像

はY
ouT

ube

に
ア
ッ
プ

し
て
お
り
、
掲
載
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
視
聴
で
き
ま

す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
対
策
を
考
慮
し
な

が
ら
、
令
和
2
年
11
月

か
ら
12
月
に
か
け
て
周
遊

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
検
討
し

て
い
ま
す
の
で
、
是
非
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

美しい村を探す～九州・沖縄～
⑬熊本県　高森町

・人口 6,295 人

「阿蘇で最も美しい映像（MBA Film）」

トロッコ列車高森殿の杉日本で最も美しい水イベント
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�
� 未 来 づ く り 通 信�

未来づくり事業とは？（株）602南小国は、南小国町から業務を受託し、南小国の�
「上質な里山」を維持・継承するために「未来づくり事業」に取り組んでいます。�
南小国の未来をつくる数々の挑戦を育む場として、���� 年５月に未来づくり拠点 02*を
開設し、町内外の挑戦を後押ししています。�

起業塾� �町内での起業等を目指す町外の方向けに町民とともに事業を磨くプログラム�
戦略会議� �町内での起業に挑戦したい町民向けに計画や仲間づくりを支援するプログラム�

（株）602南小国�未来づくり拠点02*（南小国町赤馬場 ������）☎080�����������

YRO�７�

どんなことをしているの？未来づくり事業コーディネーターのサポート�

「未来づくり事業」のさまざまな活動を紹介する未来づくり通信！�
前号は、起業型地域おこし協力隊とは何かをお伝えしました。今月は、協力隊を�
伴走者として支えるコーディネーターの主な業務を３つご紹介します。�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
次号は、地域おこし協力隊へのコーディネーターによるサポートについてお伝えします！�

１� 計画づくり／ミッションの実現可能性を高め、�
具体的な計画を共につくる！�

�
年間事業計画の策定、計画の進捗管理、適正な短期
目標の設定等につながる助言を行います。客観的な
視点から、一人では気づけないことを洗い出します。�

２��体制づくり／ミッションに共感する仲間を�
集め、前に進める！�

�
地域パートナー以外にも、仲間や協力者となり得る
人、地元の関係団体等への紹介・調整を行います。
議論の場をサポートし、計画を推進します。�

３��環境づくり／ミッション、生業づくりに�
集中できる環境を整える！�

�
未来づくり拠点02*（もぐ）を利用し、事務作業・
会議・イベント開催などをサポート。02*をきっ
かけとした新たな交流や協働を促進します。�
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過
去
十
一
回
、
年
度
初
め
に

南
小
国
中
学
校
で
全
校
生
徒
対

象
に
人
権
に
関
す
る
講
話
を
し

て
き
ま
し
た
。
本
年
度
も
４
月

14
日
に
実
施
す
る
計
画
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
が
収
束
す

る
気
配
が
な
く
、
本
町
の
学
校

も
長
い
休
校
に
入
っ
た
の
で
実

施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
狭
間

校
長
先
生
と
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

関
係
者
の
ご
配
慮
で
、
み
な
み

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
放
映
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
話
す

こ
と
に
慣
れ
て
い
な
い
の
で
た

い
へ
ん
緊
張
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
、「
真
実
を
正
し

く
伝
え
る
こ
と
を
大
切
に
」
で

す
。ど
ん
な
内
容
だ
っ
た
か
は
、

中
学
生
の
感
想
文
を
紹
介
し
ま

す
の
で
、
ご
想
像
下
さ
い
。

「
情
報
と
の
向
き
合
い
方
を
学

ぶ
」

　

南
小
国
中
学
校　

三
年

　
　
　
　
　
　

嶋
﨑　

玲
心

　

本
年
度
は
、
休
校
中
の
た
め

対
面
式
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
年
も
町
の
み
な
み

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
し
て
、
南
小

国
町
教
育
委
員
会
の
倉
岡
先
生

に
人
権
講
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
講
話
の
中
心
は
、
情

報
と
の
つ
き
合
い
方
に
つ
い
て

で
し
た
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
や
水
俣
病

問
題
等
が
起
こ
っ
た
一
番
の
原

因
は
、「
正
し
い
情
報
を
持
っ

て
い
な
い
こ
と
」「
間
違
っ
た

情
報
を
事
実
だ
と
思
い
込
ん
で

し
ま
う
こ
と
」だ
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い

て
も
、
誰
か
が
デ
マ
を
流
し
た

こ
と
で
石
油
危
機
の
時
の
よ
う

な
状
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
僕

は
、
こ
の
講
話
を
通
し
て
正
し

い
情
報
は
、
ど
ん
な
と
き
で
も

大
切
だ
と
い
う
こ
と
や
発
達
し

た
情
報
社
会
の
怖
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
現
在
、
情
報
技
術
は
急

激
に
発
達
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
情
報
が

と
て
も
速
く
回
っ
て
い
ま
す

が
、
間
違
っ
た
情
報
が
、
そ
の

中
に
含
ま
れ
て
い
る
の
も
事
実

で
す
。
僕
は
、
こ
れ
か
ら
も
情

報
の
正
確
さ
を
し
っ
か
り
判
断

し
て
、
う
ま
く
情
報
を
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
で
す
。

「
不
安
な
時
こ
そ
人
と
の
絆
を
」

　

南
小
国
中
学
校　

三
年

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

結
子

　

今
年
は
、
倉
岡
先
生
の
人
権

講
話
を
休
校
の
た
め
家
の
テ
レ

ビ
（
み
な
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
で

聞
き
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ

は
、「
真
実
を
正
し
く
伝
え
る

こ
と
を
大
切
に
」
で
し
た
。
心

に
残
っ
て
い
る
話
の
一
つ
は
、

「
あ
い
さ
つ
」
の
こ
と
で
す
。

先
生
が
言
わ
れ
た
よ
う
に
私
も

あ
い
さ
つ
は
、
大
切
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
毎
朝
、
正
門
の

前
に
立
っ
て
お
ら
れ
る
先
生
と

元
気
な
あ
い
さ
つ
を
し
て
、
一

日
が
始
ま
る
ん
だ
と
思
っ
て
し

て
い
ま
す
。
な
る
べ
く
自
分
か

ら
積
極
的
に
あ
い
さ
つ
を
す
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
問

題
と
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
を
重
ね
て
考
え
て
み
る
と
い

う
話
で
し
た
。
２
０
０
３
年
に

南
小
国
で
起
こ
っ
た
宿
泊
拒
否

事
件
で
も
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
よ
う
に
ハ
ン
セ
ン
病
が
移
る

と
思
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。
ハ
ン
セ
ン
病
は
、
と
て

も
か
か
り
に
く
い
病
気
だ
と
小

学
生
の
頃
に
学
び
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
し
て
も
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
で
感
染
し
た
人
に
対

し
、
嫌
が
る
よ
う
な
暴
言
を
は

い
た
り
し
て
い
て
、
と
て
も
ひ

ど
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
こ

ん
な
こ
と
を
さ
れ
た
ら
、
ど
ん

な
思
い
を
す
る
の
か
考
え
て
み

た
ら
、
自
分
の
や
っ
て
い
る
こ

と
は
、
人
を
傷
つ
け
る
い
け
な

い
こ
と
だ
と
分
か
る
と
思
い
ま

す
。
い
つ
自
分
が
か
か
る
か
な

ん
て
誰
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
こ

ん
な
不
安
な
時
こ
そ
家
族
を
初

め
人
と
の
絆
を
確
か
な
も
の
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

194

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
真
実
を
正
し
く
伝
え
よ
う

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員
　
倉
岡
　
巧た

く
み　

テレビカメラに向かって講話

三つの密を避けよう
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梅
雨
時
期
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

　

今
年
も
梅
雨
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

近
年
に
お
き
ま
し
て
も
、
大
雨
等
の
災
害

に
よ
る
被
害
が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
日
頃
か
ら
防
災
対
策
を
行
い
、

も
し
も
の
場
合
に
備
え
、
素
早
い
判
断
、

行
動
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
日
頃
か
ら
で
き
る
防
災
対
策
】

・
気
象
情
報
に
注
意
を

　

災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
も
ち

ろ
ん
、
日
頃
か
ら
テ
レ
ビ
や
携
帯
電
話

等
で
気
象
情
報
の
確
認
を
し
ま
し
ょ

う
。

・
避
難
場
所
と
経
路
の
確
認
を

・
隣
近
所
と
の
協
力
を

北
部
分
署
か
ら
のお

知
ら
せ
と
お
願
い

　

阿
蘇
広
域
消
防
本
部
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
、
感
染

防
止
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。そ
の
為
、

救
急
隊
が
現
場
に
お
い
て
防
護
服
等
の
徹

底
し
た
服
装
で
救
急
活
動
を
行
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
服
装
で
の
活
動
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
へ
の
対
応
と

は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、
誤
解
な
い
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

隊
員
の
感
染
予
防
を
徹
底
す
る
こ
と
で

住
民
の
皆
様
へ
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
の
で
、皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

外
国
人
の
不
法
就
労
、

　
　

不
法
滞
在
防
止
に
ご
協
力
を
！

～
不
法
就
労
・
不
法
滞
在
防
止

の
た
め
の
活
動
に
つ
い
て
～

　

新
た
な
在
留
資
格
で
あ
る
「
特
定

技
能
」
に
よ
る
外
国
人
材
の
受
入
れ

が
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
在
留
外
国
人

は
今
後
一
層
増
加
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
が
、
県
内
を
含
め
全
国
的

に
、
依
然
と
し
て
多
数
の
不
法
滞
在

者
が
存
在
し
、
そ
の
多
く
が
不
法
就

労
に
従
事
し
て
い
る
と
み
ら
れ
ま

す
。

　

近
年
に
お
い
て
は
、
表
面
上
は
正

規
の
在
留
資
格
を
有
す
る
も
の
の
、

そ
の
実
態
は
在
留
資
格
に
応
じ
た
活

動
を
行
う
こ
と
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
単

純
労
働
に
従
事
す
る
な
ど
、
手
口
が

年
を
追
う
ご
と
に
悪
質
巧
妙
化
し
て

お
り
、
不
法
就
労
・
不
法
滞
在
を
め

ぐ
る
状
況
は
依
然
と
し
て
深
刻
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。

◆
外
国
人
雇
用
企
業
・
団
体
等
の
皆
様
へ 

・
不
法
就
労
防
止
措
置
（
就
労
資
格
の

確
認
等
）の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
研
修
生
、技
能
実
習
生
の
受
入
企
業
及

び
留
学
生
の
受
入
学
校
等
の
皆
様
へ

・
日
常
の
生
活
指
導
、
研
修
、
技
能
実

習
、
留
学
等
の
終
了
後
に
確
実
な
帰

国
の
確
保
が
で
き
る
よ
う
責
任
あ
る

受
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
ス
ナ
ッ
ク
な
ど
の
風
俗
営
業
を
営
む

皆
様
へ

・
興
業
資
格（
ダ
ン
サ
ー
や
シ
ン
ガ
ー
）

で
入
国
し
た
外
国
人
を
ホ
ス
テ
ス
と

し
て
接
客
業
務
に
従
事
さ
せ
れ
ば
、

法
律
違
反
に
な
り
ま
す
。
雇
用
す
る

際
は
、
適
正
な
業
者
か
ら
斡
旋
を
受

け
適
切
な
雇
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110
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今
年
度
の
活
動
開
始
‼

〝
き
よ
ら
の
郷
〟
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ

　

清
々
し
い
空
に
青
葉
が
眩
し
い
時
期
に

な
り
ま
し
た
ね
。
日
中
は
半
袖
で
過
ご
せ

る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
夜

分
に
は
肌
寒
さ
も
感
じ
ら
れ
る
こ
の
頃
、

皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
わ
く
わ
く
ク
ラ

ブ
の
活
動
が
延
期
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
や
っ
と
、
６
月
よ
り
開
始
し
ま
す
！

　

現
在
、
14
の
ク
ラ
ブ
で
、
１
０
０
人
以

上
の
子
供
た
ち
が
加
入
し
て
い
ま
す
！
学

校
の
長
い
お
休
み
で
、
体
を
動
か
せ
ず
に

う
ず
う
ず
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
ま
だ
、
申
し
込
み
さ
れ
て
い
な
い
方

も
、
ま
だ
ま
だ
大
丈
夫
で
す
！
運
動
系
ク

ラ
ブ
や
文
化
ク
ラ
ブ
と
、
多
種
多
様
な
ク

ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
！
一
般
の
方
も
参
加
可

能
な
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
親
子
で

も
、
お
孫
さ
ん
と
で
も
、
一
緒
に
参
加
で

き
ま
す
よ
～
★

　

随
時
募
集
し
て
い
る
の
で
、
い
つ
で
も
お

気
軽
に
教
育
委
員
会
事
務
局

☎（
４
２
）０
０
４
７

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！

　

待
ち
に
待
っ
た
学
校
も
再
開
さ
れ
、
運

動
場
か
ら
子
供
た
ち
の
元
気
な
声
が
聞
こ

え
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
声

に
私
た
ち
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
！

　

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
関
し
て
は
、

感
染
拡
大
防
止
に
伴
う
対
策
を
取
り
つ
つ

実
施
さ
れ
ま
す
が
、
子
供
た
ち
の
笑
顔
の

た
め
に
も
、
一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
の
終
息
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

事
務
局
で
は
皆
さ
ん
と
楽
し
い
時
間
を

過
ご
せ
る
よ
う
、
準
備
し
て
お
り
ま
す
☆

今
年
度
も
た
く
さ
ん
の
「
わ
く
わ
く
会
員
」

と
の
出
会
い
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
♡

南
小
国
町
教
育
委
員
会　

き
よ
ら
の
郷
「
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
事
務
局
」

わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ 

通
信

☆
挑
戦
☆

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
の
臨
時
休
校
が
長
引
く
中
、
本

校
で
は
「
み
な
み
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
の
全
面

的
な
ご
協
力
の
も
と
、「
テ
レ
ビ
授
業
」

に
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
休
校
が
、
今
回
で
終
わ
る
と
い
う

保
証
は
な
く
、
幾
度
も
繰
り
返
し
て
い
く

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
だ
け
に
、
生
徒
の
学

び
の
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
は
本
校
と

し
て
も
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
全
職
員
が

意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

始
め
た
当
初
は
、
一
つ
の
番
組
を
収
録

す
る
た
め
の
準
備
に
か
な
り
の
時
間
を

要
し
て
い
ま
し
た

が
、
各
々
が
自
ら

の
実
践
を
振
り
返

り
、
互
い
の
実
践

に
学
び
合
う
こ
と

で
、
回
を
重
ね
る

毎
に
、
番
組
そ
の

も
の
も
で
す
が
、

そ
の
た
め
の
準
備

に
お
い
て
も
大
幅

な
改
善
が
進
み
ま

し
た
。

　

ま
た
、
こ
の

取
組
と
並
行
し

て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
使
っ
た
「
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
」
に

も
挑
戦
し
て
い
ま

す
。
解
決
す
べ
き

課
題
は
ま
だ
ま

だ
残
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
一
つ
一
つ
を
越
え
て
い
く
こ
と

が
、
次
へ
の
確
実
な
備
え
に
な
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
取
組
に
お
い
て
も
、
経
験
が

成
長
さ
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
実
感
す
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
し
、
こ
れ
ら
の
取
組
を

通
じ
て
、
生
徒
に
は
諦
め
な
い
こ
と
、
備

え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
出

来
れ
ば
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
全
校
生
徒
七
十
九
人
。
保
護
者

の
方
々
、
地
域
の
方
々
と
共
に
、
本
校
が

定
め
る
学
校
目
標「
き
よ
ら
の
郷
を
愛
し
、

学
び
合
い
、
高
め
合
い
、
夢
に
挑
む
南
中

生
の
育
成
」
の
実
現
を
目
指
し
、
挑
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
５
月
６
日
ま
で
の
休
校
が
５
月

31
日
ま
で
延
長
と
な
り
、
本
校
で
は
毎
週

木
曜
日
を
登
校
日
と
し
、
期
間
中
に
お
け

る
生
徒
の
健
康
状
態
や
規
則
正
し
い
生
活

の
リ
ズ
ム
、
学
習
の
進
捗
状
況
等
の
確
認

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
家
庭
学
習
に
つ
い
て
は
、
学
習

が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
各
教
科
の
授
業
計

画
を
再
構
築
し
、
学
び
直
し
な
ど
、
学
年

の
橋
渡
し
の
学
習
か
ら
、
該
当
学
年
の
新

た
な
学
び
の
学
習
に
移
行
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

1
年
生
の
登
校
は
数
回
の
み
で
、
こ
れ

ま
で
当
た
り
前
に
行
っ
て
い
た
宿
泊
研
修

や
２
・
３
年
生
と
の
対
面
式
、
部
活
動
紹

介
も
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

３
年
生
に
と
っ
て
は
、
高
校
最
後
の
体

育
大
会
を
は
じ
め
、
県
高
校
総
体
・
総
文

祭
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
等
も
中
止
を
な
り
、

大
き
な
悲
し
み
と
目
標
を
失
っ
た
生
徒
も

多
く
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
生
徒
た
ち
は
今
や
る
べ
き
こ

と
、今
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
を
考
え
、

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
早
く
学
校
が
再
開
さ
れ
る
よ
う
に
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
地
域
の
方
か

ら
無
償
で
全
校
生
徒
分
の
マ
ス
ク
の
生

地
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
早

速
、
生
地
と
型
紙
と
マ
ス
ク
の
作
り
方
を

１
セ
ッ
ト
に
し
て
登
校
日
に
配
布
し
ま
し

た
。
マ
ス
ク
が
入
手
困
難
な
中
、
温
か
い

ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

巡
回
相
談
に
つ
い
て

　

特
別
支
援
学
校
は
、
地
域
に
お
け
る
特

別
支
援
教
育
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
よ
う
、
法
令
等
に
よ
り
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
小
国
支
援
学
校
で
は
、
本
校

を
来
訪
い
た
だ
い
て
の
学
校
見
学
や
教
育

相
談
、
巡
回
相
談
員
を
派
遣
し
て
の
巡
回

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
巡
回
相
談
で
は
、
授
業
の
様
子
を

参
観
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
必
要
に
応

じ
て
得
意
な
こ
と
や
苦
手
な
こ
と
を
知
る

た
め
の
発
達
検
査
を
実
施
し
た
り
し
て
、

学
び
や
生
活
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
子
ど

も
た
ち
へ
の
支
援
・
指
導
方
法
の
提
案
や

検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
学
校

や
地
域
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
研
修
講
師

を
派
遣
し
、
特
別
支
援
教
育
や
発
達
障
が

い
、
子
ど
も
と
の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い
て

情
報
提
供
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
発
達
障
が
い
や
特
別
支
援
教
育

と
い
う
言
葉
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
へ
の
適
切
な
支

援
・
指
導
の
必
要
性
も
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
困
難
を
抱
え
る
子

ど
も
た
ち
が
少
し
で
も
過
ご
し
や
す
く
な

る
よ
う
、
本
校
の
巡
回
相
談
を
ご
活
用
い

た
だ
き
、
一
緒
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
で

き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

熊
本
県
立
小
国
支
援
学
校

　

☎
０
９
６
７（
４
６
）４
３
７
０

　

FAX
０
９
６
７（
４
６
）５
９
８
０

教
育
相
談
、
巡
回
相
談　

担
当　

井
芹

あ
か
る
く　

な
か
よ
く　

た
く
ま
し
く　

～
輝
く
仲
間
づ
く
り
～

小
国
支
援
学
校 

だ
よ
り
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

新
任
挨
拶

総
合
診
療
科
医
師　
　
　

水
橋
由
美
子

　

令
和
２
年
４
月
１
日
よ
り
、

小
国
公
立
病
院
内
科
に
赴
任
し

ま
し
た
水
橋
由
美
子
と
申
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
、
熊
本
赤
十

字
病
院
、
熊
本
大
学
病
院
、
人

吉
医
療
セ
ン
タ
ー
で
勤
務
し
て

お
り
ま
し
た
。

　

小
国
に
は
、
小
国
郷
医
療
福

祉
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な

ど
、
様
々
な
取
り
組
み
が
あ
り
、

最
先
端
の
地
域
医
療
に
関
わ
れ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
参
り
ま
し

た
。

　

少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う

に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新
任
挨
拶

総
合
診
療
科
医
師　
　
　

吉
丸　

崚　

　

熊
本
赤
十
字
病
院
か
ら
参
り

ま
し
た
、
医
師
４
年
目
の
吉
丸

崚
と
申
し
ま
す
。
４
月
か
ら
３

か
月
間
、
小
国
公
立
病
院
で
勤

務
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

不
慣
れ
な
点
も
多
く
、
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
多

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
地
域

の
皆
様
の
笑
顔
と
健
康
の
た
め

に
、
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

不定期連載　〜　糖
とうげんきょう

減郷を目指して⑷　〜

　糖尿病になるとどのような症状が出るのでしょうか？
　知っておいて頂きたいのは、初期段階では基本的に症状がないということです。インターネット
などでは、喉が乾く、尿の回数が増える、疲れやすくなる、などの症状が記載されていますが、こ
れらの症状が出るのは糖尿病がかなり進んでしまった後です。症状が出る頃には既に糖尿病による
ダメージは蓄積されており、合併症（末梢神経障害、網膜症、腎症、など）も起こり始めている可
能性が高いです。
　それではどうすれば糖尿病に気づくこ
とができるのでしょうか？
　その唯一の手段は検査をすることです。
そしてわざわざ糖尿病の検査のために病
院を受診する必要はありません（症状が
あればすぐに受診してください）。住民健
診や人間ドックを毎年受けて頂ければ十
分です。検査項目の中に糖尿病の検査が
含まれています。血糖値とHbA1c という
数値を用いて診断しますが、HbA1c は過
去１、２ヶ月の血糖値を反映しますので、
健診の直前数日だけ節制したとしても見
逃すことはありません。
　また、健診で引っかかったのに病院を
受診しない方が稀にいらっしゃいますが、それでは健診を受ける意味がありません。このくらい大
丈夫だと思っても一度は病院を受診しましょう（糖尿病に限らず高血圧などでも）。
　繰り返しになりますが、糖尿病には初期段階では症状がありませんので、検査を受けることが重
要です。次回は糖尿病の治療についてです。
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  2月に実施しました、農協跡地に関するアンケートの集計結果が出ましたので報告します。

●町⺠アンケートについて
・調査区域：南小国町全域
・調査対象：南小国町在住の町⺠（小学5年⽣以上の３，３５０名）
・調査内容：一般向け・農協跡地の活用について７問
      学⽣向け・農協跡地の活用について４問
・回収数 ：１，００５件（回収率３０．０％）

●町⺠アンケート結果
・一般向けアンケート結果 ・学⽣向けアンケート結果
 ○回収数：８０７件  ○回収数：１９８件
 ○男女比：男４９％、女５１％  ○男女比：男４９％、女４９％、無回答２％
 ○年齢比：  ○学校別：
20代 1% 50代 15% 80代以上 14% ３４件 南小国中 ８７件
30代 6% 60代 27% １１件 小国高校 ４９件
40代 10% 70代 27% １７件

【設問】
 ○農協跡地にはどのようなものが整備されると良いと思われますか。（上位５位まで）
一般 学⽣
回答順位 回答数 回答順位 回答数

1 360 1 77
2 180 2 74
3 153 3 58
4 151 4 42
5 142 5 39

 ○農協跡地にある施設で残ってほしい施設はありますか。
回答順位 回答数

1 477
2 461
3 272
4 150

回答順位 回答数
1 208
2 163
3 104
4 98
5 92

 ○その他、この件に関する御意見がございましたら御自由に記入ください。（抜粋）
・町の過疎化が進んでいくので「人」が残れるような働く場を作ってほしいです。
・広い駐車場があるのが大前提、１箇所で何でもある老若男女が集える場所に！
・町⺠が集まれる場所にしてほしい。一番は健康を維持できる施設の設置を
・これからの若い人がこの町に残りたいと思えるような魅力ある物をつくってほしい。
・無理して何かを立てる必要はないと思う。

 頂いたご意見を参考にして、今後の農協跡地の活用について検討していきたいと思います。
 ご協力ありがとうございました。

農協跡地に関する町⺠アンケート結果報告について

ＡＴＭ

選択肢
公園

屋内スポーツ競技場
カフェ・喫茶店

用具店（スポーツ、趣味等）
スーパーマーケット

選択肢
スーパーマーケット
高齢者向け福祉施設

駐車場
フィットネスジム

公園

市原小
中原小

りんどうヶ丘小

選択肢
精米機

にぎわいづくり
防災機能の強化

 （上位５位まで）

医療環境の充実
オープンスペースの確保

洗濯乾燥機
農機具修理場

選択肢
高齢者福祉（介護含む）の充実

 ○農協跡地を町が活用することとした場合、その利活用に当たって、どのようなことを重視してもらいたいですか。

農協跡地に関する町民アンケート結果報告について
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木材市況情報
阿蘇森林組合　南小国共販所　【第４４４回市（５月２２日開催）】

単位：円 /㎥

【杉丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

4～9㎝ 232（本売）
10～13㎝ 380（本売） 350（本売） 303（本売）
14～16㎝ 11,000 9,510 7,000
18～22㎝ 10,200 8,900 6,600
24～28㎝ 11,200 9,000 8,500
30㎝上 11,000 9,000 8,500

3ｍ

4～9㎝ 140（本売）
10～13㎝ 260（本売）
14～16㎝ 12,000 8,890 6,960
18～22㎝ 12,000 9,500 5,890
24～28㎝ 8,880 6,390
30㎝上

6ｍ
16～22㎝ 15,500 12,000
24～28㎝

【桧丸太】 一般材
（直材）

一般材
（小曲材）

一般材
（大曲材）

4ｍ

14～16㎝ 11,700 10,000
18～22㎝ 11,800 10,000
24～28㎝
30～36㎝

3ｍ
14～16㎝ 6,000 5,800
18～22㎝
24～28㎝

【出荷材】 売上材積
（㎥）

売上金額
（円）

平均単価
（円）

杉 1,018.458 8,297,310 8,146
桧 5.963 57,255 9,601
杉、桧 85.988 547,678 6,369

計 1,110.409 8,902,243 8,017

５
月
の
新
刊
図
書
紹
介

　

５
月
の
新
刊
図
書
を
紹
介
し
ま
す
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
町
の
図
書
室
も
長
い
間
、
閉
鎖

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
６
月
１
日（
月
）か
ら
再
開
致
し
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
お
越
し
下
さ
い
！

　

５
月
は
、
12
冊
の
新
刊
図
書
が
入
り
ま
し
た
。

　

紹
介
致
し
ま
す
。

〈
新
刊
図
書
〉

①
線
は
、
僕
を
描
く

②
立
て
板
に
泥
水

③
コ
ロ
ナ
の
時
代
の
僕
ら

④
流
人
道
中
記　

上

⑤
流
人
道
中
記　

下

⑥
首
都
感
染

⑦
雑
草
で
酔
う

　

人
よ
り
ス
ト
レ
ス
た
ま
り
が
ち
な
僕
が
研
究
し
た

　

究
極
の
ス
ト
レ
ス
解
消
法

⑧
入
社
一
年
目
の
教
科
書

⑨
こ
ど
も
六
法

⑩
め
く
っ
て
学
べ
る　

き
か
い
の
し
く
み
図
鑑

⑪
御
社
の
チ
ャ
ラ
男

⑫
ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん　

ふ
ね
に
の
る

　
（
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ブ
ッ
ク
）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
関
連
情
報

生
活
困
窮
大
学
生
等
の
た
め

の
給
付
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
大
学

生
な
ど
を
支
援
す
る
給
付
金
で

す
。
給
付
の
要
件
や
申
請
方
法

の
詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

県
内
の
大
学
等
ま

た
は
県
内
高
校
な
ど
の
出
身

で
県
外
の
大
学
な
ど
に
在
籍

し
て
い
る
方

■
給
付
要
件　

対
象
者
の
生
計

維
持
者
が
住
民
税
非
課
税
で

あ
る
こ
と

■
給
付
額　

一
律
５
万
円

■
申
請
期
間　

令
和
２
年
９
月

15
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ　

県
生
活
困
窮

大
学
生
等
給
付
金
窓
口

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
７
３
８

く
ま
モ
ン
と
一
緒
に
新
し
い

生
活
ス
タ
イ
ル
を
!!

　

県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
県
民

の
皆
さ
ん
に
取
り
入
れ
て
い
た

だ
き
た
い「
新
し
い
生
活
様
式
」

の
定
着
に
向
け
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
啓
発

用
の
く
ま
モ
ン
の
イ
ラ
ス
ト
を

活
用
し
た
広
報
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
本
イ
ラ
ス
ト
は
、

県
民
の
皆
さ
ん
も
、届
出
制（
許

諾
不
要
）
で
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ

ラ
シ
な
ど
に
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
く
ま
モ
ン
の
イ
ラ

ス
ト
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
届
け

出
な
ど
に
関
し
て
は
、
く
ま
モ

ン
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
く
ま
モ
ン
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

https://kum
am
on-official.jp/

kiji0035179/index.htm
l

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
予
防
に
根

拠
の
あ
る
商
品
は
あ
り
ま
せ
ん
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
予
防
に
効
果
が
あ
る
と

言
っ
て
商
品
を
勧
め
ら
れ
た
と

い
う
相
談
が
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
す
る
予
防
効
果
に
客
観

的
、
合
理
的
な
根
拠
の
あ
る
サ

プ
リ
メ
ン
ト
、
食
品
や
商
品
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
勧
誘
や
広
告
に

は
御
注
意
く
だ
さ
い
。

　

悪
質
な
勧
誘
や
消
費
者
ト
ラ

ブ
ル
で
お
困
り
の
場
合
は
、
各

市
町
村
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
、

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
な
い
！

こ
こ
ろ
の
健
康
を
守
ろ
う
！

　

ス
ト
レ
ス
状
態
で
不
安
な
気

持
ち
が
続
い
て
も
、
多
く
の
場

合
は
、
自
然
と
回
復
に
向
か
い

ま
す
。

　

ど
う
し
て
も
気
持
ち
が
前
に

向
か
な
い
、
つ
ら
い
、
不
安
な

気
持
ち
が
ず
っ
と
続
い
て
い

る
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か

ら
な
い
と
い
っ
た
時
に
は
、
一

人
で
悩
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

■
相
談
電
話
窓
口

熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
６
）１
１
６
６

平
日
９
時
～
16
時

熊
本
県
外
国
人
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
外
国
人
の
方
や
そ

の
ご
家
族
に
安
心
し
て
生
活
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
多
言
語

（
日
本
語
・
英
語
・
中
国
語
・

韓
国
語
・
ベ
ト
ナ
ム
語
な
ど
）

に
よ
り
広
く
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
お
電
話
、
メ
ー
ル

ま
た
は
来
庁
に
よ
り
相
談
可
能

で
す
。
お
困
り
の
際
は
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
場
所

県
庁
行
政
棟
本
館
７
階
（
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
課
横
）

■
相
談
時
間
：
月
～
金
（
祝
日

等
閉
庁
日
を
除
く
）

８
時
30
分
～
17
時
15
分

☎
０
８
０（
４
２
７
５
）４
４
８
９

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
耐
震
化
支
援

事
業
補
助
金

　

町
で
は
地
震
発
生
時
に
お
け

る
人
身
事
故
防
止
と
避
難
経
路

の
確
保
を
目
的
と
し
て
、
危
険

な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
を

実
施
す
る
者
に
対
し
て
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
申
請
受
付
期
間

令
和
２
年
６
月
1
日（
月
）～

10
月
30
日（
金
）

■
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な

ど
の
条
件

（
次
の
項
目
全
て
に
該
当
す
る
も
の
）

・
避
難
路
に
面
し
た
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
が
面
す
る

道
路
面
か
ら
の
高
さ
が
80
㎝

以
上
の
も
の

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
自
体
の
高

さ
が
60
㎝
以
上
の
も
の

・
点
検
表
に
よ
る
確
認
で
不
適

合
が
あ
り
、
安
全
性
が
確
保

で
き
な
い
も
の

■
事
業
の
対
象
者

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　
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・
避
難
路
に
面
す
る
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
所
有
す
る
者

　

所
有
者
以
外
の
人
が
申
し
込

む
場
合
は
所
有
者
の
同
意
書
が

必
要

■
補
助
金
額

　

上
限
20
万
円

　

１
敷
地
あ
た
り
次
の
い
ず
れ

か
低
い
額

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
撤
去
工
事

に
要
す
る
費
用
の
３
分
の
２

・
撤
去
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

の
長
さ（
ｍ
）に
１
万
２
千
円

を
乗
じ
た
額

※
既
に
工
事
を
終
了
し
て
い
る

も
の
、
既
に
倒
れ
て
い
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
は
、
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

※
申
請
者
の
費
用
負
担
が
発
生

し
ま
す
。
他
に
も
条
件
等
が

あ
り
ま
す
の
で
建
設
課
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

林
業
機
械
等
導
入
事
業
補
助

金
に
つ
い
て

　

森
林
整
備
の
実
施
や
人
材
の

確
保
・
育
成
、
作
業
中
の
安
全

確
保
を
目
的
と
し
て
林
業
機
械

等
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

　

南
小
国
町
に
住
所
を
有
し
、

町
内
の
森
林
施
業
を
行
う
林
業

の
担
い
手

■
補
助
対
象
経
費

①
50
万
円
以
上
の
林
業
機
械

②
10
万
円
以
上
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

③
安
全
装
備
品
（
ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
）

■
補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
１

以
内
で
上
限
額
は
次
の
と
お
り

①
林
業
機
械　

50
万
円

②
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー　

５
万
円

③
安
全
装
備
品　

５
万
円

■
申
請
後　

決
定
通
知
を
受
け

て
か
ら
の
補
助
と
な
り
ま
す
。

申
請
の
前
に
対
象
と
な
る
か
を

確
認
し
ま
す
の
で
希
望
さ
れ
る

方
は
事
前
に
農
林
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

☎（
４
２
）１
１
１
４

狩
猟
免
許
試
験
（
銃
猟
、
わ

な
猟
、
網
猟
）
に
つ
い
て

■
日
時

令
和
２
年
８
月
１
日（
土
）、
８

月
２
日（
日
）い
ず
れ
か
の
１
日

で
受
験

■
試
験
会
場

阿
蘇
総
合
庁
舎
（
阿
蘇
市
一
の

宮
町
宮
地
）

　

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、

熊
本
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
阿
蘇
地
域
振
興

局
林
務
課
若
し
く
は
、
南
小
国

町
役
場
農
林
課
ま
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
狩
猟
免
許
取
得
後
に

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
捕
獲
を
行
う

場
合
は
、
費
用
の
一
部
を
町
か

ら
補
助
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

阿
蘇
地
域
振
興
局
林
務
課

☎（
２
２
）２
３
１
２

役
場
農
林
課

☎（
４
２
）１
１
１
４

世
界
農
業
遺
産
補
助
金
の
ご

案
内

　

阿
蘇
地
域
世
界
農
業
遺
産
推

進
協
会
で
は
、
次
の
と
お
り
、

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

①
草
原
の
利
用
拡
大

■
事
業
内
容

　

堆
肥
用
野
草
供
給
支
援

〈
必
須
項
目
〉

　

組
織
強
化
支
援

〈
選
択
項
目
〉

・
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
人
材
育
成

・
機
械
等
修
繕
費
用

・
採
草
面
積
に
よ
る
直
接
支
払

い
交
付
金

・
機
械
賃
借
料

■
対
象

　

野
草
堆
肥
向
け
の
採
草
に
取

り
組
む
団
体

■
上
限　

２
０
０
万
円

②
新
た
な
価
値
の
創
造

■
事
業
内
容

　

農
林
業
に
関
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

化
へ
の
取
り
組
み

■
対
象

　

任
意
の
活
動
組
織
・
各
種
団

体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
個
人
等

■
上
限　

25
万
円

■
申
込
受
付
締
切

　

６
月
26
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

役
場　

農
林
課　

農
政
係

☎（
４
２
）１
１
１
４

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
、
10
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約

３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が

あ
り
、
1
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活

動
な
ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
資
料
を
無
料
で

差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
４
１
）０
８
６
０

ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

　

出
願
期
間
は
、
第
1
回
は
8

月
31
日
ま
で
、
第
2
回
は
9
月

15
日
ま
で
。

「
緑
の
学
園
」（
県
立
農
業
大
学

校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
）開
催

　

熊
本
県
内
高
校
生
を
対
象

に
、
本
校
の
教
育
実
習
活
動
を

体
験
す
る
機
会
を
提
供
し
、
教

育
環
境
と
教
育
内
容
に
つ
い
て

理
解
を
促
す
た
め
、「
緑
の
学

園
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

第
１
回　

８
月
１
日（
土
）

第
２
回　

８
月
21
日（
金
）

■
内
容

①
農
業
大
学
校
の
概
要
紹
介

②
進
路
・
資
格
・
学
生
生
活
の

紹
介

③
農
学
部
各
学
科
・
研
修
部
の

内
容
紹
介

④
コ
ー
ス
別
体
験
学
習
（
申
込

み
時
に
希
望
コ
ー
ス
を
２
つ

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習
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選
択
）

■
募
集
人
員

各
80
名
程
度
（
県
内
高
校
生
が

対
象
）

■
参
加
費
用

一
人
当
た
り
２
５
０
円（
予
定
）

■
問
い
合
わ
せ

県
立
農
業
大
学
校

担
当　

野
口
・
水
村

☎
０
９
６（
２
４
８
）１
１
８
８

節
電
で
最
大
９
０
０
ポ
イ
ン

ト
が
当
た
る
！
「
九
州
エ
コ

ラ
イ
フ
ポ
イ
ン
ト
」

　

３
ヶ
月
分
の
検
針
票
を
提
出

し
て
い
た
だ
い
た
方
は
、
全
員

も
れ
な
く
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ

ニ
等
で
使
え
る
ポ
イ
ン
ト
券
が

５
０
０
ポ
イ
ン
ト
貰
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
前
年
同
時
期
比
よ

り
節
電
で
き
た
方
は
２
０
０
ポ

イ
ン
ト
、
前
年
夏
ま
た
は
今
年
冬

に
節
電
活
動
に
参
加
し
た
方
は

２
０
０
ポ
イ
ン
ト
を
加
え
て
最
大

９
０
０
ポ
イ
ン
ト
が
貰
え
ま
す
。

ま
た
、
前
年
同
月
比
で
電
気
使

用
量
を
削
減
で
き
た
方
の
中
か

ら
、
抽
選
で
５
名
様
に
２
０
０
０

ポ
イ
ン
ト
が
当
た
り
ま
す
。

　

そ
の
他
九
州
各
県
の
特
産
品

が
当
た
る
チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
ま
す
。 

　

な
お
、
２
０
１
３
年
度
か
ら

始
ま
っ
た
「
九
州
エ
コ
ラ
イ
フ

ポ
イ
ン
ト
」
は
、
２
０
２
０
年

夏
の
取
り
組
み
で
終
了
し
ま
す
。

今
回
が
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

①
募
集
期
間:

２
０
２
０
年
５

月
１
日（
金
）か
ら
２
０
２
０

年
７
月
17
日（
金
）ま
で
（
ま

ず
は
参
加
申
込
み
を
！
）

②
取
り
組
み
期
間:

２
０
２
０

年
７
月
か
ら
２
０
２
０
年
９

月
ま
で
（
７
月
～
９
月
分
の

検
針
票
を
提
出
）

③
応
募
方
法:

Ｗ
Ｅ
Ｂ
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
郵
送
等
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
役
場
ロ
ビ
ー
に
チ

ラ
シ
兼
申
込
用
紙
も
ご
用
意

し
て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

ポ
イ
ン
ト
運
営
管
理
事
務
局

（
日
本
ト
ー
タ
ル
テ
レ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
）

〒
８
６
０
―
０
８
４
４　

熊
本

県
熊
本
市
中
央
区
水
道
町
８
の

６　

朝
日
生
命
ビ
ル
11
Ｆ 

☎
０
５
７
０（
０
８
７
）３
３
５

FAX
０
５
７
０（
６
６
６
）６
１
２ 

U
RL

：http://q-ecolife.com
/

休
日
在
宅
医

　

休
日
中
、
も
し
具
合
が
悪

く
な
っ
た
り
、
け
が
を
し
た
り

し
た
時
は
、
次
の
医
療
機
関
を

受
診
で
き
ま
す
。
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
受
診
さ
れ
て
く
だ
さ

い
。

①
予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
さ
れ

る
前
に
必
ず
、
医
療
機
関
に

電
話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②
当
番
科
目
以
外
の
ご
相
談

は
、
直
接
医
療
機
関
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

③
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
保
険
証
が
な
い
場
合
は
、

実
費
診
療
に
な
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

行政情報メール配信サービスをご利用ください！
○メール配信サービスに登録することで、町からのお知らせをメールで確認することができ
るようになります。
下記のメールアドレスまたはQRコードを読み取り、空メールを送ると登録手続きが可
能ですので、案内にしたがって登録をお願いします。

■登録専用メールアドレス：bousai@bousai.mogbb.jp
■登録専用
　ＱＲコード

病院名 電話番号 当番科目
6/14（日）～7/12(日) 小国公立病院 ☎46-3111 内科・外科・整形外科

6/14(日) さかなしハートクリニック ☎24-6262 内科・循環器科
6/21(日) たくもと小児科クリニック ☎34-2202 小児科
6/28(日) 栗林内科医院 ☎24-1024 内科・循環器内科・消化器内科（胃腸内科）

7/5(日) 眼科古嶋医院 ☎34-0008 眼科
7/12(日) 家入整形外科 ☎32-0048 整形外科
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子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

給
付
金
の
ご
案
内

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
子
育

て
世
帯
の
生
活
を
支
援
す
る
取

組
の
１
つ
と
し
て
、「
子
育
て

世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
」

を
支
給
し
ま
す
。

・
支
給
対
象
者

令
和
２
年
４
月
分
（
３
月
分
を

含
む
）
の
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
る
方

※
特
例
給
付
を
受
給
し
て
い
る

方
は
対
象
外
で
す
。

・
対
象
児
童

児
童
手
当
の
令
和
２
年
４
月
分

の
対
象
と
な
る
児
童
。
た
だ

し
、
同
年
３
月
分
の
児
童
手
当

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
児
童
で

あ
れ
ば
、
４
月
か
ら
新
高
校
１

年
生
と
な
っ
て
い
る
場
合
等
も

対
象
。

・
給
付
額

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

・
申
請
方
法

児
童
手
当
を
町
か
ら
受
け
て
い

る
方
は
申
請
不
要
で
す
。
公
務

員
の
方
は
勤
務
先
等
か
ら
配
布

さ
れ
る
申
請
書
を
令
和
２
年
３

月
31
日
（
令
和
２
年
３
月
分
の

児
童
手
当
の
支
給
要
件
児
童
に

つ
い
て
は
同
年
２
月
29
日
）
時

点
で
住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
公
務
員
の
方
の
申
請
期
限

令
和
２
年
９
月
末
ま
で
（
南
小

国
町
の
場
合
）

※
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除

き
、
期
限
ま
で
に
申
請
が
行
わ

れ
な
い
場
合
に
は
、
支
給
を
受

け
え
る
こ
と
を
辞
退
し
た
も
の

と
み
な
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
保
育
児
童
係　

☎（
４
２
）１
１
１
３

児
童
手
当
の
現
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
！

　

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
、
毎
年
６
月
に
現
況
届

を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
現
況
届
は
、
６
月

１
日
の
状
況
を
把
握
し
、
６
月

分
以
降
の
手
当
を
引
き
続
き
受

け
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

受
給
世
帯
に
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
同
封
し
て
送
付
し
て
い
ま
す

の
で
、
添
付
書
類
な
ど
を
ご
確

認
い
た
だ
き
、
役
場
福
祉
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
が
な
い
場
合
に
は
、
６

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
保
育
児
童
係　

☎（
４
２
）１
１
１
３

高
校
生
等
の
医
療
費
を
助
成

し
ま
す
！

　

南
小
国
町
で
は
、
保
護
者
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
り
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
町

づ
く
り
を
目
的
に
、
高
校
生
等

の
医
療
費
助
成
を
開
始
し
ま
し

た
。
対
象
と
な
る
方
は
、
申
請

方
法
な
ど
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
福
祉
課
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

〈
注
意
〉

・
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
災
害
給
付
制
度

の
対
象
と
な
る
場
合
に
は
、

そ
の
制
度
を
優
先
し
ま
す
。

・
受
給
者
証
の
発
行
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
保
育
児
童
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

申 請 者 高校生等の保護者

助成対象者 南小国町に住所がある高校生等で、健康保険の被扶養者。学校教育法の規定
による学校に進学したことにより高校生等の住民票が南小国町以外にある場
合については、保護者の住民票が南小国町にあれば対象となる。
※生活保護を受けている人、施設に入所している人、里親に委託されている
人、婚姻している人、その他公的補助を受ける人は除く。

助 成 額 医療費（保険適用分）における自己負担額。ただし、高額療養費等がある場
合には、その額を控除した額。
※食事療養費、第三者からの賠償は除く。

申 請 方 法 申請書に①～③の書類を添えて役場福祉課に申請
①領収書　②保険証の写し　③学生証等の写し

助 成 方 法 償還払い（口座への振り込み）

申 請 期 間 診療の翌月から６ヶ月

23
広報きよら 2020.6



サ
ポ
カ
ー
補
助
金
始
ま
り
ま

し
た
！

　

65
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者

（
令
和
２
年
度
中
に
65
歳
以
上

と
な
る
方
）
を
対
象
に
「
衝
突

被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
」
や
「
ペ

ダ
ル
踏
み
間
違
い
急
発
進
等
抑

制
装
置
」
が
搭
載
さ
れ
た
安
全

運
転
サ
ポ
ー
ト
車
の
購
入
お
よ

び
後
付
け
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い

急
発
進
抑
制
装
置
を
補
助
す
る

制
度
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
詳

し
い
申
請
方
法
に
つ
い
て
は
、

次
世
代
自
動
車
復
興
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０（
０
５
）８
８
５
０

川
柳
・
標
語
大
募
集
！

　

県
で
は
、
飲
酒
運
転
の
根
絶

に
向
け
た
意
識
を
高
め
て
い
た

だ
く
た
め
、「
飲
酒
運
転
の
根

絶
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
川
柳
・

標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一

般
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ

れ
た
方
は
、
副
賞
３
万
円
が
も

ら
え
ま
す
。

　

詳
し
い
募
集
内
容
、
応
募
方

法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

県
く
ら
し
の
安
全
推
進
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
９
３

「
節
水
が
ん
ば
る
モ
ン
」キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
実
施
中

　

水
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
貴
重

な
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
県
で

は
、
水
の
使
用
量
が
多
く
な
る

７
～
８
月
を
中
心
に
、「
節
水

が
ん
ば
る
モ
ン
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
水
の

出
し
っ
ぱ
な
し
を
や
め
て
、
蛇

口
を
こ
ま
め
に
閉
め
る
な
ど
、

で
き
る
こ
と
か
ら
節
水
を
心
が

け「
節
水
が
ん
ば
る
モ
ン（
者
）」

に
な
り
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

県
環
境
立
県
推
進
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
７
２

レ
ジ
袋
有
料
化
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す

　

令
和
2
年
7
月
1
日
よ
り
、

全
国
で
レ
ジ
袋
の
有
料
化
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
当
た
り
前
の
よ
う
に

も
ら
っ
て
い
る
レ
ジ
袋
。
そ
の

使
用
枚
数
は
一
人
一
日
約
一
枚

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
る
以
外
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
は
、
ほ
と
ん
ど
が

焼
却
処
分
さ
れ
て
お
り
、
発
生

す
る
二
酸
化
炭
素
の
増
加
に
よ

る
地
球
温
暖
化
を
食
い
止
め
る

た
め
に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
過

剰
な
使
用
を
抑
え
る
こ
と
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

環
境
省
で
は
２
０
３
０
年
ま
で

に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
生
利
用

（
再
生
材
料
の
利
用
）
を
倍
増

す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い

ま
す
。

　

現
代
の
暮
ら
し
で
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ

と
は
困
難
で
す
が
、
一
人
一
人

が
使
用
を
減
ら
し
リ
ユ
ー
ス
、

リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
考
え
を
意

識
し
な
が
ら
使
い
方
を
見
直
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

お
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
ク

を
持
っ
て

　

外
出
の
際
に
常
に
マ
イ
バ
ッ

ク
を
持
ち
歩
き
、
買
い
物
を
す

れ
ば
、
レ
ジ
袋
が
不
要
に
な
り

ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
原
料
と

な
る
化
石
燃
料
を
削
減
す
る
こ

と
が
出
来
、
温
室
効
果
ガ
ス
で

あ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減

に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
お
気
に
入
り
の

マ
イ
バ
ッ
ク
を
見
つ
け
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

佐
藤　

良
治　
様　

田
の
原

（
故
）治
男　
　

様　
　
　
　

（
故
）小
代
子　

様　
　
　
　

佐
藤　

陽
一　
様　

赤
馬
場

（
故
）ウ
キ　
　

様　
　
　
　

（
５
月
29
日
ま
で
の
受
付
分
）

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

マ
ス
ク
も
消
毒
液

も
補
充
し
た
い
し…

マ
ス
ク
も
消
毒
液

も
補
充
し
た
い
し…

と
は
言
え
、
ま
だ

ま
だ
油
断
は
禁
物

と
は
言
え
、
ま
だ

ま
だ
油
断
は
禁
物

自
分

の
出
来

る
事
を
地
道
に

が
ん
ば
る
ん
ラ
ヨ
！

自
分

の
出
来

る
事
を
地
道
に

が
ん
ば
る
ん
ラ
ヨ
！

買
い
物
で
き
る
な
ん
て

と
っ
て
も
お
得
な

商
品
券
な
ん
ラ
ヨ
！

買
い
物
で
き
る
な
ん
て

と
っ
て
も
お
得
な

商
品
券
な
ん
ラ
ヨ
！

〝
超
〟

プ
レ

ミ
ア
ム

商
品
券
!!

〝
超
〟

プ
レ

ミ
ア
ム

商
品
券
!!

６
月
１
日

か
ら
販
売

６
月
１
日

か
ら
販
売

１
万
円
で

１
万
５
千
円
分

１
万
円
で

１
万
５
千
円
分

買
い
た
い
物
が

い
っ
ぱ
い
あ
っ
て

悩
ま
し
い
ん
ラ
ヨ…

買
い
た
い
物
が

い
っ
ぱ
い
あ
っ
て

悩
ま
し
い
ん
ラ
ヨ…

ち
ょ
う

ち
ょ
う

は
ん
ば
い

は
ん
ば
い

し
ょ
う

　ひ
ん

　け
ん

し
ょ
う

　ひ
ん

　け
ん

かか

も
の
も
の

い
ち
ま
ん
え
ん

い
ち
ま
ん
え
ん

い
ち
ま
ん
ご
せ
ん
え
ん

い
ち
ま
ん
ご
せ
ん
え
ん

ぶ
ん
ぶ
ん

し
ょ
う
ひ
ん
け
ん

し
ょ
う
ひ
ん
け
ん

と
く
と
く

し
ょ
う
ど
く
え
き

し
ょ
う
ど
く
え
き

ほ
じ
ゅ
う

ほ
じ
ゅ
う

かか

も
の
も
の

いいゆ
だ
ん

ゆ
だ
ん

じ
ぶ
ん

じ
ぶ
んで

き
で
き

こ
と
こ
と

じ
み
ち

じ
み
ち き

ん
も
つ

き
ん
も
つ

な
や
な
や

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附
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6/
8月

9 火

10 水

11 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場
５歳児健診　13：15～　管理センター

12 金

13 土

14 日

15 月

16 火

17 水

18 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場

19 金

20 土

21 日

22 月

23 火

24 水

25 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場
３歳児健診　13：15～　おぐに町民センター

26 金

27 土 無料法律相談   10：00～12：00   要予約  りんどう荘

28 日

29 月

30 火
町県民税　第1期　納期限
国民健康保険税　第1期　納期限
１歳児健診　13：15～　管理センター

7/
1水

2 木 消費生活相談日　9：00～16：00　役場

3 金 出張年金相談  10：00～15：00  小国町町民センター
※要予約　熊本東年金事務所　☎096(367)2503

4 土

5 日

町民カレンダー

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

４
／
30
生　

佐さ
と
う藤　

悠ゆ
う
し司

く
ん

　
（
父
）訓
寛･

（
母
）侑
果　

矢
津
田
団
地

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

５
／
４　

德
丸
　
芳
子（
90
）鬼
山
上

５
／
５　

佐
藤　

ウ
キ（
104
）赤
馬
場

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

６月・７月令和２年

★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

町の人口
（4月30日現在）

世帯数　1,784世帯
（＋３）

　男　　1,871人
（＋４）

　女　　2,090人
（－８）

　計　　3,961人
（－４）

※（　）は前月比

編
集
者
の
ひ
と
り
ご
と

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
私

た
ち
の
生
活
に
も
大
き
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
誌
の
作
成
中
に
も
、
緊
急
事
態
宣
言
が

出
た
り
解
除
に
な
っ
た
り
、
再
び
感
染
者
が
増
加

し
た
り
と
め
ま
ぐ
る
し
く
状
況
が
変
化
し
て
い
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
中
、
様
々
な
事
業
者
・
団
体
の

方
か
ら
マ
ス
ク
な
ど
の
温
か
い
ご
支
援
を
頂
き
ま

し
た
。
少
し
で
も
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、と
い
う
思
い
で
皆
さ
ん
行
動
さ
れ
て
お
り
、

小
国
郷
が
人
の
想
い
で
支
え
ら
れ
て
い
る
の
を
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
し
ま
せ

ん
が
、
少
し
で
も
早
く
落
ち
着
く
事
を
願
っ
て
い

ま
す
。（
Ｇ
）
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5月
生まれ
希望者
のみ
掲載

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

１
歳
に
な
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

ささ なな

　（父）善輝さん

　（母）美央さん

紗花の笑顔が家族みんなに
元気をくれるよありがとう。
いっぱいあそんでいっぱいた
べてもっとおおきくなぁれ

髙木　紗花 ちゃん1.5.22生

荒倉

BIRTHDAY
   H

A
PPY

　（父）聡也さん

　（母）ありささん

いつも兄に泣かされています
が、その分たくましいです。
これからもいっぱい笑って元
気に成長してほしいです。

井　あおは ちゃん1.5.21生

白川

つ
く

南
小
国
町
広
報
誌
　

広
報

 き
よ

ら
－
自
然
と
調
和
し
た
『
き
よ
ら
の
郷
』
づ
く
り
－

ǽ
ǽ
Ẉ
ẑ
Ẉ
ẑ
Ậ
ៈ
ẏ
Ắ
٥
ڒ
ᇋ
͢
Ỗ
Ӂ
Ỏ
Ể
ẛ
ị
Ẋ

№
6
7
9

編
集
･発
行
：
南
小
国
町
役
場
　
ま
ち
づ
く
り
課

〒
869-2492熊

本
県
阿
蘇
郡
南
小
国
町
大
字
赤
馬
場
143番

地

☎
 0967(42)1111　

 FAX  0967(42)1122

緊
急
通
報
装
置
の
ご
紹
介

緊
急
通
報
装
置
と
は

　

緊
急
通
報
装
置
と
は
、
高
齢
者
が
緊
急
時
や
相

談
し
た
い
時
に
ボ
タ
ン
１
つ
で
緊
急
通
報
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
で
き
る
も
の
で
、
24
時
間
３
６
５
日

在
中
し
て
い
る
看
護
師
が
、
１
１
９
番
通
報
や
近

隣
住
民
（
以
下
協
力
員
）
へ
の
駆
け
つ
け
依
頼
、

健
康
相
談
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
装
置
の
設
置

時
に
人
感
セ
ン
サ
ー
を
１
つ
設
置
し
ま
す
。
人
感

セ
ン
サ
ー
は
24
時
間
利
用
者
に
動
き
が
な
い
場
合

に
自
動
で
緊
急
通
報
を
行
い
ま
す
。

利
用
対
象
者

　

以
降
全
て
に
該
当
す
る
も
の

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
。

②
緊
急
時
に
身
体
機
能
の
低
下
等
に
よ
り
通
常
の

電
話
機
等
で
の
通
報
が
困
難
な
も
の
。

③
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ

れ
る
世
帯
又
は
町
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
も

の
。

※
申
請
に
は
最
低
１
人
の
協
力
員
の
登
録
が
必
要

で
す
。

利
用
料

・
月
額
５
０
０
円
（
装
置
を
設
置
し
た
月
か
ら
利
用

廃
止
を
決
定
し
た
月
ま
で
）

※
月
に
20
日
以
上
不
在
の
場
合
は
そ
の
月
の
利
用

料
免
除
と
な
り
ま
す
。

※
緊
急
通
報
装
置
の
設
置
・
撤
去
費
用
に
つ
い
て

は
、
町
の
補
助
に
よ
り
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ

ん
。

新
し
く
株
式
会
社
キ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
が

事
業
所
に
な
り
ま
し
た

　

南
小
国
町
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
は
令

和
２
年
度
の
事
業
者
を
株
式
会
社
キ
ュ
ー
ネ
ッ
ト

に
委
託
し
ま
し
た
。
今
後
は
熊
本
市
内
の
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
に
て
24
時
間
３
６
５
日
、
看
護
師
が
通

報
の
対
応
を
致
し
ま
す
。■

お
問
い
合
わ
せ

南
小
国
町
役
場　

福
祉
課

緊
急
通
報
装
置
担
当
者
ま
で

☎（
４
２
）１
１
１
３

広報きよら 2020.6
26


